
令和元年６月 霧島市議会定例会　　賛否が分かれた案件を議員ごとに掲載しています。
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総務環境常任委員会　行政視察報告
「ご近所SNSマチマチ」株式会社マチマチ 「地域SNSアプリPIAZZA」PIAZZA株式会社

　この２社は、SNSを活用して住民同士のつながりをつくり、地域のコミュニティに寄与している。導入例としては、自
治体による防犯や防災情報の発信。品川区では自治会の回覧板として、神戸市では災害情報、水戸市では転入者への
情報提供などにも活用されている。

「災害備蓄の状況、防災の取組」 茨城県取手市

　備蓄品は、飲料水2Ｌ12,000本、アルファ米34,000食、簡易トイレ531機等を庁舎、学校など10か所に分散し、備
蓄していた。保存年限5年のものを計画購入、平成30年度の費用は、約687万円。
　また、ポケベルの周波数で受信できる防災ラジオ導入経費を今年度予算に計上。全体で2万個のラジオを整備し、市
民には2,000円で貸与していくとのことだった。予算額5億5千万円。

「地域公共交通政策、緑のリサイクル事業」埼玉県加須市

　シャトルバス、デマンド交通、循環バスの３種の運行方式で行っていた。
面積がかなり狭いことや利根川流域の平地で中山間部がないことなどで
効率よくできていると感じた。また、緑のリサイクル事業は、ごみ全体量の
約11％を占めていた木くず等を焼却処分ではなく、燃料用チップに資源
化していた。

文教厚生常任委員会　行政視察報告
「子どもステップアップ調査、子ども成長見守りシステム」 大阪府箕面市

　全児童・生徒を対象にした「子どもステップアップ調査」の実施や0～18歳を対象にした「子ども成長見守
りシステム」の導入によりさまざまな情報を蓄積している。学力の定着のみならず、生活・福祉関連、特に子
どもの貧困や虐待について、今は問題がなくても「環境因子」のある子どもへの早期支援に結び付けていた。
また、教育委員会に子ども関連の施策が一元化されるメリットを学んだ。

「地域お茶の間創造事業」滋賀県米原市

　地域の施設の一つである「世継（よつぎ）会
館」で、実際にその様子を見学した。モデル地域
の対象者にニーズ調査を細かく行い、引きこもり
がちな高齢者を外へ向かわせるための居場所づく
りを展開していた。

「加賀市医療センター」 石川県加賀市

　市内二つの病院を統合し開院した病院であった。救
急搬送受け入れ依頼の応需率は99％で、一般病床
290床は全室完全個室で患者のプライバシー保護や快
適さ、職員の日々の負担、特に看護師の仕事の多くを
占めるベッドコントロールやプライバシー管理などの
時間も短縮さ
れていた。

産業建設常任委員会　行政視察報告
「起業支援ワンストップサポートデスク」 千葉県佐倉市

　都心に近く、成田空港へのアクセス等の地理的条件を生かし、企業立地を促進するため、新設・増設への助
成事業等の支援ビジョンを作り、進出相談から開発等に伴う各種行政手続き、進出企業のアフターフォローに
至るまでの要望等を受ける「起業支援ワンストップサポートデスク」を立ち上げ、企業のニーズに応じたきめ
細やかな支援を目指していた。

「そうかリノベーションまちづくり」 埼玉県草加市

　活力を失いつつある地域で民間会社が遊休不動産のリノベーショ
ンを通じて、都市型産業の集積を図ることで、雇用の創出やコミュ
ニティの活性化に繋げるまちづくりであった。空き家・空き店舗率
も全国平均よりも低くなっていた。

「商店街の活性化について」 品川区中延商店街

　１年を通して商店街での購買意欲を喚起するための商品券やポイ
ント制度、更にはイベントなど独自の事業を実施されており、商店
街全体の活性化を常に考え、さまざまな事業に取り組まれていた。

専決処分した事件の報告について（霧島市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例の専決処分について）

専決処分した事件の報告について（霧島市介護保険条例
の一部を改正する条例の専決処分について）

専決処分した事件の報告について（令和元年度霧島市
一般会計補正予算（第１号）の専決処分について）

霧島市税条例等の一部改正について

霧島市手数料条例の一部改正について

霧島市温泉使用条例の一部改正について

霧島市道路占用料徴収条例の一部改正について

霧島市河川占用料徴収条例の一部改正について

霧島市森林環境譲与税基金条例の制定について

霧島市立幼稚園保育料徴収条例の廃止について

専決処分した事件の報告について（令和元年度霧島市介護
保険特別会計補正予算（第１号）の専決処分について）

霧島市行政財産の使用料徴収条例の一部
改正について

霧島市老人福祉センターの設置及び管理に
関する条例の廃止について

令和元年度霧島市一般会計補正予算
（第２号）について

霧島市ケーブルテレビ施設の設置及び管理
に 関する条例の一部改正について
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